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Scaling laⅦ~と零点分布
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2次相転移を示す物質の Tc 近傍における物性が実験的に詳 しく調べ られる

ようにな った｡ しかし,この間題を理論的に取扱 うのは難か しいことである｡

勿論 ,2次元 Ising模型のようこ厳密解がえ られ る場合は文句はないが,〟

般 の体系でそのよノうな厳密解を期待するのは庵めて望み うすである｡ それでは,

今までどういう方法が使われたかを反省すると,一番有力な武器は数値計算で

あ ったように思われるOすなわち, 工sing模型であれば,その高塩展開あるい(

は低温畢閑の項をできるだけ沢山求め,それをもとこしていわゆる critical

exponentを計算する方法が使われた｡なにしろ,無限級数 の解析性を有娘項

か ら推理 しようとする考えだから,多くの批判があ ったのも当然である｡ しか

し,2次元の厳密解とよく一致する結果がえられるという事実は,この種の数

値計覚こ相当な信頼性があることを物語 ってい-る｡

-方,これ に対 して･ Tc 近傍で熱力学的関数のもつ -殻的な性質を考慮 し

ようとする試みもあるOそれを現在では scaling law とよぷ ようであるが,

それを説明するため,例 として強磁性体の場合を考え,外からかける敢場を 註,

磁化をM , また･ Tc か らのはずれをあ らわすパ ラメクーとして

も = (管-Tc)/Tc

で 七を定義するe scaling law の教えるところに串ると･磁場が小 さく,ま

た でが で｡の近 くであれば

H= MtTG-(M2七2r-△)
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とい う関係が存在するOて こで ,r, △ は適当なパ ラメクー,また G(Ⅹ)は Ⅹ

のある関数であるo T> Tcであれば上の式か ら M α H tqr･すなわち帯

磁率 方 は

xα も-γ

とあ らわされる｡ むしろ,この式で rが定義され ると考えた方がよい｡さて,

上で述べた scaling law の意味するところは,縦軸に H/Mtrをとり,横

軸に M2t2r-△ をとれば, ち, Ii,M等がいろし､ろ変化 しても,上の二つの

量にはある-定な関数蘭係が審 在する,ということであるO 実際,そのような

プ ロ ッ トは実験デ-タを整理するのに使 われている｡

ここでは, scaling law･を導 く一つの方法 として, Lee- yangの零点

分布を利用する話をしたo既に詳細は Prog.Ti-le,jr.Phys.に発表 してあ

るので (58 (1967) 72- 80),それを参考としていただきた い ｡

｢スピン系の二次相転移の理論 -複素磁場-｣

鈴 木 増 ′雄 (東大埋 )

■
二次相転移に於ける転移点近傍の異常性を調べる方法 として,ここでは,

工S土ngモデルに限 って,その状態和の零点を剰 間することを考える｡ 出発点

は Lee- Yang theore.mrにある.1)即ち,Hamlltonianを

Ii=- JilsiS1 - mHZsi ; Si=± 1, -･･･.-･････--･一･-I-I-･･(1)

とすると.系の状態和は. fugacity zの多項式であわ される :

zN(T･h)- 〔exp号〕"謹 . akZk
こ こ で ,

K- J/kT, a - eqh･ h- 2mH/kT, aN-汰- ak
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